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オ
リ
ェ
ン
タ
リ
カ
装
刊
の
噂
を
耳
に
し
て
待
哨
于
る
こ
と
久
し
か
っ

た
が
、
つ
ひ
に
こ
の
大
箭
を
手
に
し
て
同
慶
の
念
を
禁
じ
え
な
い
。
わ

が
「
東
洋
史
研
究
」
だ
け
が
、
本
邦
唯
一
の
東
洋
史
學
専
門
の
俳
誌
で

は
な
ａ
な
っ
て
き
た
。
兄
弟
分
の
誕
生
で
あ
る
。
心
か
ら
将
来
の
仮
展

を
所
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

爽
っ
巻
頭
か
ら
故
白
１
　
庫
吉
博
士
の
澄
稿
「
卑
領
呼
問
題
の
解
決
」

（
上
）
、
津
田
左
右
吉
博
士
「
耶
馬
毫
國
の
位
置
に
つ
い
て
」
、
榎
一
雄
氏

「
耶
馬
毫
國
の
方
位
に
つ
い
て
」
、
前
田
佩
典
氏
「
團
紳
天
皇
朝
と
い
ふ

時
代
」
等
、
魏
志
倭
人
傅
な
ど
を
中
心
と
す
る
わ
が
古
代
史
研
究
が
盛

で
あ
る
、
ひ
ろ
く
東
洋
史
全
睦
の
立
場
か
ら
耶
馬
毫
國
を
と
り
上
げ
、

大
和
朝
廷
成
立
の
開
題
と
も
闘
連
さ
せ
て
、
こ
の
學
界
未
解
決
の
難
間

を
一
翠
に
決
せ
ん
と
す
る
意
気
込
が
み
ら
れ
る
。
勿
論
、
在
近
畿
地
方

脱
な
ど
は
全
く
顧
ふ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
白
鳥
博
士
の
は
五
十
四
頁
に
し

て
漸
く
牛
ば
に
辿
し
た
大
私
文
で
あ
る
が
、
い
ま
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は

九
州
北
部
か
ら
の
日
程
里
程
の
過
大
な
る
は
I
　
ｍ
國
の
魏
に
對
す
る
警
・

戒
か
ら
出
た
作
認
的
誇
張
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
た
の
が
結
論
の
や
う
で

　

あ
る
。
榎
氏
の
は
や
は
り
こ
の
過
大
な
る
里
程
記
事
に
對
し
て
別
の
新

　

解
禅
を
呉
へ
ら
れ
た
も
の
、
昨
年
十
二
月
「
歴
史
」
創
刊
読
の
和
田
清
博

　

士
「
魏
志
倭
人
傅
に
開
す
る
一
解
抑
」
は
、
こ
れ
と
と
も
に
是
非
併
せ

　

讃
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
田
氏
の
論
文
は
、
南
朝
に
通
交
ぜ
る
所
謂
る

　

倭
の
五
王
の
う
ち
、
讃
と
禰
と
を
そ
れ
ぞ
れ
庖
』
岬
仁
徳
剛
天
皇
に
常
て
、

　

従
来
の
解
据
を
破
っ
た
新
脱
で
あ
る
。

　
　

つ
い
で
。
和
田
清
博
士
一
－
支
那
の
國
睦
に
つ
い
て
」
は
、
支
那
は
非
常

　

に
古
く
か
ら
統
一
的
國
家
に
入
っ
だ
の
で
、
そ
の
同
家
の
基
本
的
性
格

　

を
統
一
的
掲
裁
専
制
的
な
り
と
し
、
た
め
に
四
民
平
等
に
し
て
個
人
の

　

自
賢
な
く
活
溌
な
る
文
化
頒
展
に
は
逓
れ
た
と
す
る
。
鈴
木
中
正
氏

　

「
清
朝
の
倹
約
令
と
そ
の
政
策
的
意
義
」
は
、
か
か
る
此
會
経
済
的
政

　

策
の
雀
礎
を
た
だ
儒
教
的
な
教
化
と
恩
恵
の
同
念
に
の
み
求
め
ｗ
i
ｔ
足

’
さ
れ
た
の
は
迫
力
に
乏
し
い
。
駒
川
信
夫
氏
の
「
檻
亭
輯
録
と
其
の
著

　

者
」
は
、
雑
録
の
十
毬
本
と
十
三
巻
本
と
を
精
密
に
比
較
せ
ら
れ
た
書

　

誌
學
的
研
究
に
、
そ
の
著
者
に
開
す
る
零
語
逸
聞
を
丹
念
に
集
録
さ
れ

　

た
も
の
。
嵩
雅
夫
氏
の
「
高
車
傅
に
み
え
た
諸
氏
族
名
に
っ
い
で
」
は
、

　

乖
史
高
車
庫
に
収
録
さ
れ
た
二
様
の
高
車
氏
族
名
。
を
、
北
魏
時
代
の
漠

　

南
及
び
漠
北
に
お
け
る
二
群
の
高
車
を
示
ｔ
だ
も
の
と
解
輝
す
る
。
最

　

後
に
江
上
波
夫
氏
「
内
蒙
の
巨
刹
貝
手
廟
の
賞
態
」
は
昭
和
十
九
年
の

　

調
査
で
、
わ
が
國
人
に
よ
る
ラ
マ
廟
の
宜
態
調
査
報
告
と
し
て
は
も
っ

　

と
も
精
密
を
き
は
め
、
斂
応
の
組
織
的
な
黙
で
卜
注
目
に
値
す
る
も
の

　

で
あ
ら
ヽ
つ
。
長
尾
雅
人
氏
の
「
蒙
古
學
間
寺
」
の
一
章
も
こ
れ
と
併
せ
蹟

　

む
と
す
こ
ぶ
る
興
味
深
く
思
は
れ
る
。
一
・
一
三
・
十
二
・
I
C
日
比
野
丈
夫
〕
’
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